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1. 祇園祭囃⼦の鉦
かね

すりの柄をめぐる状況 

祇園祭の⼭鉾の上で奏でる祇園囃⼦は、室町時代末期に能楽の影響をうけて成⽴し、江⼾
時代に今のような囃⼦に洗練されたといわれている。祇園囃⼦の道具は、笛、太⿎（締め太
⿎）、鉦（摺り鉦）の三つで構成されている。祇園囃⼦は賑やかに奏でることで疫神を集め
て、⼭鉾巡⾏を終えた後、各⼭鉾を解体し⼭の松や鉾の材料である荒縄を処分することで、
町を清めるとされている。 
 

本プロジェクトで取り上げるのは、祇園囃⼦の道具「鉦すり」についてである。鉦すりは、
鉦を打つ部分（頭）と持ち⼿の部分（柄）から構成されており、頭は⿅の⾓、柄は鯨のひげ
で製作されていた。頭は、鉦を直接叩くため、強くて頑丈である必要があり、⿅⾓の根本を
使⽤している。また、持ち⼿の柄は、ただ叩くというよりも擦るようにして奏でるため、ほ
どよい強度としなりが要され、⻑年、鯨のひげが使⽤されてきた。鯨ひげによる柄は⼿にな
じみ、程よいしなりがあることから多くの囃⼦⽅に重宝され、柄が折れても短くなった状態
で、⼤切に使い続けられている。 

鯨ひげの特徴については 7 章で触れるが、鯨のひげは餌となるオキアミや⼩⿂を海⽔か
ら濾しとるフィルターのような役割を担っており、硬さと弾⼒性があり、加えて蒸気で蒸す
と柔らかくなることから、からくり⼈形のぜんまいやかんざし、釣竿などさまざまな⼯芸品
や加⼯品、道具に利⽤されてきた。かつて鯨は⾷⽤としてだけではなく、ひげや⻭なども隈
なく⽣かすことで私たちの⽇常⽣活を⽀えてきたのである。 

そのように⽣活に⾝近な鯨であったが、1980 年のワシントン条約による規制や 1986 年
の商業捕鯨の禁⽌などにより状況は⼀変し、鯨のひげも⼊⼿困難となった。鉦すりの柄は消
耗品であるため、鯨のひげが⼿に⼊らなくなることは、祇園祭という祭りの危機でもあっ
た。 

こうした状況を受け、1999 年頃から公益財団法⼈祇園祭⼭鉾連合会は⽔産庁などにも相
談し、鯨の関係機関や団体と交流し、鯨ひげを使⽤した伝統的な鉦すりの柄の製作にとりか
かる。鉦すりの柄だけでなく、頭も鯨の⾻を使う鯨の鉦すりを製作し、2003年に各⼭鉾に
配布し試奏を⾏った。囃⼦⽅からのフィードバックの中には、在庫（死んだ鯨）の鯨ひげで
製作した鉦すりは耐久性が弱くすぐに割れるという不満の声があった。また、捕鯨が禁⽌さ
れている以上、将来的に安定した供給が望めないから今後のことを思うと不安であるとい
う声もあり、鉦すりの柄の代替品素材の探求へと乗り出した。 

そして、柄の素材としてポリアセタール、ポリカーボネート、ポリプロピレンなどさまざ
まな合成樹脂を試した結果、現在は多くの⼭鉾がポリアセタールの柄を使⽤している。しか
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し、鯨ひげのようなしなりはなく、鯨ひげに代わる柄の代替品については完全には解決して
いない状況である。現在、祇園祭の囃⼦⽅が使⽤している鉦すりの柄については、6 章で触
れる。 

鯨ひげに代わる鉦すりの柄の素材については、祇園祭と同じ型の鉦すりを使⽤する⼤津
祭（滋賀県⼤津市）、⼤溝祭（滋賀県⾼島市）、⻲岡祭（京都府⻲岡市）なども同じ課題を抱
えている。 

また、祇園囃⼦の道具である笛、太⿎、鉦の中で、最初に習うのが鉦であるため、鉦⽅は
10 代未満〜20 代といった若い世代が多い。その世代は、鯨ひげの鉦すりを⼿にしたことが
ない者が⼤半であるため、現⾏の合成樹脂製の柄に慣れればさほど気にはならないであろ
う。ただし、各⼭鉾で⻑時間演奏する鉦⽅にとって、適度なしなりがないと⼿⾸の負担が⼤
きく演奏に⽀障がでるため、スムーズな奏者の継承につながらないと、祇園祭囃⼦⽅連絡会
は話す。 

 
以上のことから、本プロジェクトでは、鯨ひげに近いしなりをもつ柄の開発、また今後の

製造・⽣産システムの模索を⾏うことで、安定した品質の道具の確保と⽣産につなげていく
ことにした。 
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2.  プロジェクト概要 
 本プロジェクトの成果である新素材による鉦すりの柄の素材選定や製造⽅法、頭と柄の
接着、前の素材である鯨ひげについては、次章以降にまとめている。本章では、プロジェク
ト全体の概要と流れについて記載する。 
 
 採択後、申請者である祇園祭囃⼦⽅連絡会と打ち合わせを⾏い、現在使⽤している鉦すり
の種類と使⽤感の確認を⾏った。現⾏のプラスチック製の柄はしなりが悪いため、今回開発
する柄は鯨ひげのしなりにできるだけ近づけることを⽬標とした。 
まず、既存の鉦すりの柄である鯨ひげに近い素材について調査するために、伝統芸能⽂化
復元・活性化共同プログラムの審査員でもある⽥⼝肇⽒（当時、京都市産業技術研究所 産
業・⽂化連携担当課⻑、現、産業技術⽀援センター産業⽀援グループ⻑）に相談した。そし
て、まずは申請者とプラスチック素材の専⾨家を交えて打ち合わせを⾏い、物性調査の⽅向
性を定めることにした。 
2019 年 9⽉ 9 ⽇に申請者と⽥⼝⽒と共に、プラスチック素材の加⼯会社であるエス・ケ

ー・エスエンジニアリング株式会社を訪問した。申請者である⽊村幾次郎が、「鯨ひげの鉦
すり」と「プラスチック製の鉦すり」を持参し、過去に公益財団法⼈祇園祭⼭鉾連合会など
がどのように鉦すりの柄の開発をおこなってきたかについて説明した。また、同じく申請者
である⽯⽥篤彦（北観⾳⼭保存会）、鈴⽊昌和（南観⾳⼭保存会）が、鉦すりの演奏⽅法や
どの部分から折れてくるかといった消耗についての説明を加え、鉦を叩く特質から鯨ひげ
に近いしなりやすさ、硬さをもつ素材の必要性をあげた。エス・ケー・エスエンジニアリン
グ株式会社からは、今後の流通を考えると⼀般的な素材であること、さらに加⼯しやすい素
材である必要性があげられた。 
新素材による鉦すりの柄の⽅向性を確認したうえで、申請者が持参した鯨ひげ製 3 本、
現在使⽤しているプラスチック製 1 本、計 4 本の柄を⽥⼝⽒に預け、⾚外分光を測定する
ことで、今使⽤しているプラスチック製の材質を判別し、4本の柄の曲げ強度調査を⾏うこ
とでしなやかさを測定することにした。⽥⼝⽒は、9⽉ 19 ⽇に京都市産業技術研究所にて
両試験を実施した。 

10⽉ 30 ⽇にエス・ケー・エスエンジニアリング株式会社にて、⽥⼝⽒より⾚外分光分析
によって、現⾏のプラスチック製の柄はポリアセタール（略号：POM 商品名：ジュラコ
ン）であることが報告された（図 1）。 
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次に、鯨ひげの 3 本と⾚外分光分析によって
明らかになったポリアセタール 1 本の曲げ試験
を⾏った結果、鯨ひげ 3 本は弾性率が⾼く硬く
て粘りがあり、ポリアセタールはしなりに対し
て低い数値であることがわかった。 
曲げ試験数値を曲線にしたところ、鯨ひげ 3

本は近い曲線を⾒せたが、現⾏のポリアセター
ルは鯨ひげに⽐べると弾性率が低いことがわか
った（図 2）。⾚外分光分析と曲げ試験調査の結
果および詳細については、3章に記載する。 
 ⽥⼝⽒が調査結果を事前にエス・ケー・エス
エンジニアリング株式会社に共有いただいた
ことで、すでに２種類の試作品を製作しご紹介
いただいた（図 3）。ポリアセタール素材でサイ
ズを改良したものと、鯨ひげの曲げ試験調査結
果の特性に近いしなりをもつ MC ナイロン
（MC801）という新たな素材である。 
 
 上記、２種類の試作品を、⽯⽥が所属する 
北観⾳⼭保存会、鈴⽊が所属する南観⾳⼭保 
存会の囃⼦⽅に試奏していただき、どちらの 
⽅向で開発を進めるかを決めることにした。 
両保存会で共通した意⾒は、MCナイロン 
（MC801）の⽅が鉦を叩く際にしなりが⾼く 
使⽤しやすいとのことであった。また⻑時間叩 
いていると滑るため、こどもの⼿でも滑らない 
よう刻みの模様を細かく⼊れた⽅がよいとい 
う提案がなされた。 
 
素材はMCナイロン（MC801）でいくこと、持ち⼿に刻みのデザインを⼊れることをエ
ス・ケー・エスエンジニアリング株式会社に伝え、柄の⽅向性が定まった。 

柄の素材が定まったことで、2020 年 2 ⽉に鉦すりの頭の加⼯・接着を依頼しているハタ
リ源⾓堂（奈良県）の畑⾥⽒を申請者と訪れ、あらためて本プロジェクトの概要と取り組み

図 1 打ち合わせの様⼦ 

 提案された２種類の素材 
 
 

図 3.曲げ試験数値結果 
 

図２ 曲げ試験弾性率⽐較 
 提案された２種類の素材 
 

 
図 3.曲げ試験数値結果 
 

図 3 ２種類の鉦すりの試作品 
 提案された２種類の素材 
 

 
図 3.曲げ試験数値結果 
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を説明し、ご協⼒いただくことにした。畑⾥⽒によると、鉦すりの頭に使⽤する⿅⾓は北海
道から仕⼊れており、現在のところ⼊⼿に困ってはいないとのことであった。頭のサイズに
ついては⼤・中・⼩と３種類あり、中サイズを接着していただくことにした。頭のサイズが
定まったことで、おおよその製品価格の⾒通しがたち、2020 年夏の祇園祭へ向けて試奏す
るために必要な発注本数もみえてきた。 
3 ⽉にエス・ケー・エスエンジニアリング株式会社にて、試作品のフィードバックと発注

の打ち合わせを⾏う予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で訪問するこ
とができなくなった。 

また、2020 年７⽉の祇園祭にて囃⼦⽅に新素材による鉦すりの試奏をお願いする予定で
あったが、新型コロナウイルス感染症の拡⼤時期にあたり、⼭鉾巡⾏の開催は中⽌となっ
た。感染症の影響は継続しているがプロジェクトを進めるために、11 ⽉にエス・ケー・エ
スエンジニアリング株式会社から柄の加⼯会社であるサンコーエンジニアリングプラスチ
ック株式会社をご紹介いただき、今後の事業計画とスケジュールを共有するとともに、製造
現場を⾒学した。 
 2021 年の祇園祭も、昨年と同様に⼭鉾巡⾏は中⽌となり、7 ⽉の祇園祭で予定していた
囃⼦⽅の試奏は実施できなかった。また、囃⼦の稽古も再開できていない⼭鉾が多く、催事
再開に向けての課題共有などを⾏った。 
 2022 年 2 ⽉にお披露⽬会を開催することを前提とし、12 ⽉に祇園祭囃⼦⽅連絡会の⽊
村、⽯⽥、鈴⽊とMCナイロン（MC801）による鉦すりの試作品の依頼と、お披露⽬会の
内容についての打ち合わせを⾏った。少しずつではあるが、各⼭鉾で囃⼦の稽古を再開し始
めており、2022年はなんとか⼭鉾巡⾏も再開できるのではないかという、囃⼦⽅のみなさ
んの様⼦も共有した。 
 2022年 2 ⽉ 6 ⽇に京都芸術センターにて、「祇園祭・新素材による鉦すりお披露⽬会」を
開催し、⽥⼝⽒より新素材であるMCナイロン（MC801）の特徴を説明していただき、⽊
村から鯨ひげを使⽤していた頃の鉦すりの柄の報告を⾏った（図 4）。新素材による柄の開
発プロセスを公開するとともに、新素材の鉦すりを使⽤した囃⼦の演奏実演を⾏うことで
観客からのフィードバックを試みた。新型コロナウイルス感染症の影響で、限られた定員で
の実施であったが、⼤津祭や伊賀上野天神祭の関係者の姿も⾒られ、互いの祭事に使⽤する
道具の課題共有も⾏うことができた。演奏いただいた⻑⼑鉾祇園祭保存会囃⼦⽅のみなさ
まからは、よくしなり演奏しやすかったという声があがった。 
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 7 ⽉の祇園祭にて、14 の⼭鉾の囃⼦⽅に新
素材による鉦すりを試していただき、試奏後に
アンケートにご協⼒いただいた（図 5）。10 代
未満から 60 代までと幅広い年代の囃⼦⽅ 101 
名に回答いただき、現⾏の鉦すりと新素材の鉦
すりの⽐較や演奏した感想をいただいた。お披
露⽬会とアンケート調査によるフィードバッ
クについては、6 章に記載する。 
 9⽉、祇園祭囃⼦⽅連絡会の⽊村より、新素 
材による鉦すりが⾼評のため、すぐに追加注⽂をしたいという相談を受ける。その際に、囃
⼦⽅のアンケートに記載があった「持ち⼿の⾓をとってほしい」などの課題をサンコーエン
ジニアリングプラスチック株式会社と共有し、さらなる改良を図った。 

また今後の流通に関しては、⽊村と相談し、窓⼝に公益財団法⼈祇園祭⼭鉾連合会を選定
した。今回の発注から、伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィスから祇園祭⼭鉾連合会へと
緩やかに繋いでいくことにした。 
 12 ⽉、追加発注を受けて、サンコーエンジニ
アリングプラスチック株式会社を訪れ、映像と
写真による柄の製造記録を⾏った（図 6）。その
記録は 4章に記載する。 
 上記の柄が納品されたので、2023 年 2 ⽉に
ハタリ源⾓堂を訪れ、柄につける⿅⾓の頭の加
⼯及び接着作業を取材した。その記録は５章に
記載する。 

図 5 囃⼦⽅による試奏(稽古より) 
 提案された２種類の素材 

 
 
図 3.曲げ試験数値結果 
 

図 6 鉦すりの柄の製造過程記録 

 提案された２種類の素材 
 
 

図 3.曲げ試験数値結果 
 

図 4 「祇園祭・新素材による鉦すりお披露⽬会」の様⼦ 
 提案された２種類の素材 
 

 
図 3.曲げ試験数値結果 
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スケジュール 
① 採択後の打ち合わせ 
⽇ 時 2019 年 8⽉ 5⽇（⽉）14:00-15:30 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス 
参加者 ⽊村幾次郎（祇園祭囃⼦⽅連絡会 代表／祇園祭⼭鉾連合会 理事⻑） 
    萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
② エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社との打ち合わせ 
⽇ 時 2019 年 9⽉ 9 ⽇（⽉）10:30-12:30 
場 所 エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社 
参加者 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

渡邊貴征、森⽥有策（エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社） 
    ⽥⼝肇（京都市産業技術研究所） 
    萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
    四元秀和（京都市⽂化市⺠局⽂化芸術企画課） 
 
③ エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社との打ち合わせ 
⽇ 時 2019 年 10⽉ 30 ⽇（⽔）14:00-16:00 
場 所 エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社 
参加者 ⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

渡邊貴征、森⽥有策（エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社） 
    ⽥⼝肇（京都市産業技術研究所） 
    萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
    四元秀和（京都市⽂化市⺠局⽂化芸術企画課） 
 
④ 試作品試奏の感想についての打ち合わせ 
⽇ 時 2019 年 12 ⽉ 16 ⽇（⽉）16:00-17:30 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス 
参加者 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 
    萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
    四元秀和（京都市⽂化市⺠局⽂化芸術企画課） 
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⑤ 伝統芸能⽂化復元・活性化共同プログラム 中間報告会 
⽇ 時 2020 年 2 ⽉ 9 ⽇（⽇）13:30-16:10 
場 所 京都芸術センター 講堂 
 
⑥ 鉦すりの頭の加⼯・接着業者と打ち合わせ 
⽇ 時 2020 年 2 ⽉ 25⽇（⽕）13:00-16:00 
場 所 ハタリ源⾓堂 
参加者 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 
    萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑦ 試作品発注についての打ち合わせ 
⽇ 時 2020 年 3 ⽉ 24⽇（⽕）→新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で中⽌ 
場 所 エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社 
参加者 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 
    萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑧ 祇園祭にて囃⼦⽅の試奏・フィードバック 
⽇ 時 2020 年 7⽉ →新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で⼭鉾巡⾏中⽌ 
    ＊また囃⼦⽅の稽古場で試奏を試みるが感染症拡⼤で稽古も再開できず 
 
⑨ 加⼯会社との打ち合わせ、製造過程の⾒学 
⽇ 時 2020 年 11⽉ 17 ⽇（⽕）11:00-13:00 
場 所 サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社 
参加者 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 
    春名健⾄、⻄村佳之、⽊原慎司（サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社） 
    萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
    四元秀和（京都市⽂化市⺠局⽂化芸術企画課） 
 
⑩ 伝統芸能⽂化復元・活性化共同プログラム 中間報告会 
⽇ 時 2021 年 2 ⽉ 7 ⽇（⽇）13:30-16:10 
場 所 京都芸術センター フリースペース  ※オンラインにて実施 
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⑪  祇園祭にて囃⼦⽅の試奏・フィードバック 
⽇ 時 2021 年 7⽉ →新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で⼭鉾巡⾏中⽌ 
 
⑫  お披露⽬会の打ち合わせ、試作品の依頼 
⽇ 時 2021 年 12 ⽉ 13⽇（⽉）14:00-16:00 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス 
参加者 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑬ お披露⽬会の事前打ち合わせ 
⽇ 時 2022年 2 ⽉ 5⽇（⼟）13:00-14:00 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス 
参加者 ⽯⽥篤彦（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

萩原麗⼦、古川真宏（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑭ 祇園祭・新素材による鉦すりお披露⽬会 
⽇ 時 2022年 2 ⽉ 6 ⽇（⽇）15:00-16:30 
場 所 京都芸術センター 講堂 
登 壇 ⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

⽥⼝肇（京都市産業技術研究所） 
出 演 ⻑⼑鉾祇園囃⼦保存会 
 
⑮  祇園祭での鉦すりの試奏依頼についての打ち合わせ 
⽇ 時 2022年 5⽉ 17 ⽇（⽕）14:00-16:00 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス 
参加者 ⽯⽥篤彦（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑯ 鯨についてのリサーチ 
⽇ 時 2022年 6⽉ 17 ⽇（⾦） 
場 所 太地町⽴くじらの博物館 
参加者 中江環（太地町⽴くじらの博物館） 

萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
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⑰  アンケート調査の作成と囃⼦⽅の稽古⾒学・撮影 
⽇ 時 2022年 7⽉ 6 ⽇（⽔）14:00-15:30／19:00-20:30 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス／北観⾳⼭保存会会所 
参加者 ⽯⽥篤彦（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

萩原麗⼦、細野桜⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑱ 祇園祭にて囃⼦⽅の試奏とアンケート調査の実施 
⽇ 時 2022年 7⽉ 12⽇（⽕）から 8⽉ 1 ⽇（⽉） 
場 所 14の各⼭鉾にて  
 
⑲ アンケートを受けての改善、流通についての打ち合わせ 
⽇ 時 2022年 9⽉ 29 ⽇（⽊）14:00-15:00 
場 所 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス 
参加者 ⽊村幾次郎（祇園祭囃⼦⽅連絡会 代表／祇園祭⼭鉾連合会 理事⻑） 
    萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
⑳ 鉦すりの柄の製作過程の取材記録 
⽇ 時 2022年 12 ⽉ 7 ⽇（⽔）10:00-12:30 
場 所 サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社 
参加者 鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 

春名健⾄、⻄村佳之、⽊原慎司（サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社） 
    萩原麗⼦、細野桜⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
㉑ 鉦すりの頭の加⼯・装着の取材記録 
⽇ 時 2023年 2 ⽉ 17 ⽇（⾦）13:30-17:00 
場 所 ハタリ源⾓堂 
参加者 畑⾥憲雄（ハタリ源⾓堂） 

萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
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3. 鉦すりの柄の選定 
 本章では、鉦すりの柄の新素材であるMCナイロン（MC801）の選定にいたる過程や調
査内容について説明する。 
 
3-1. 鯨ひげに代わる素材特性と物性調査 
 現在、祇園祭囃⼦⽅の多くは、鯨ひげの柄に代わる代⽤品としてプラスチック製の柄を使
⽤しているが、演奏するうえでしなりが少なく、⼿になじまないという声が多くあげられ
た。祇園囃⼦の中でも鉦⽅は、笛や太⿎に⽐べると最初に習うため、10 代、20 代の若⼿が
担うことが多い。鉦⽅の担い⼿継承がスムーズに⾏われるよう、物性調査を⾏うことで鯨ひ
げに近い素材で鉦すりの柄の開発を⾏うことが、本プロジェクトの主旨である。 

まずは以下の調査を⾏うことで、現⾏のプラスチック製の柄の材質を特定すること、そし
て現存する鯨ひげの鉦すりの柄のしなりの数値を把握することで、その数値に近い素材を
探索することにした。 
京都市産業技術研究所の⽥⼝⽒と相談し、以下の調査を⾏った。（2019 年 9⽉ 19 ⽇） 
・⾚外分光分析 
・曲げ試験調査 

 調査対象の鉦すりの柄は以下 4本 
 ・現存する鯨ひげ製の柄 3本（製作時期は不明、購⼊時期が異なるもの） 
・現⾏のプラスチック製の柄 1 本（過去に開発されたもの） 

 
まずは⾚外分光分析により、現⾏の材質が判別できていないプラスチック製の柄の⼀部
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を切り出し（図 1）、⾚外分光分析を⾏った。⾚外分光分析とは、対象物の分⼦構造や状態
を知るために使⽤される調査で、対象物に⾚外線を照射すると分⼦の振動が起こり、どの波
⻑の光がどのくらい吸収されたかがわかるというものである。その反射率と波数を表した
ものが、図 2である。素材が判明していなかったプラスチック製は、ポリアセタールという
素材の波数と特徴がよく似ていることから、ポリアセタール（略号：POM 商品名：ジュ
ラコン）であることが判明した。 
ポリアセタールは、加熱して柔らかくした後に冷却すると硬くなる熱可塑性プラスチッ

クで、通常のプラスチックの中で強度や弾性が⾼く、耐熱性、耐摩耗性に優れていることか
ら、⾦属の代替品として機械部品や⾃動⾞⽤品などに使⽤されている。 
 

 
 
 
 次に、鯨ひげ製の柄 3 本（1_1〜3）と⾚外分光分析によって材質が明らかになったポリ
アセタール製 1 本（1_4）の曲げ試験を⾏った。その結果が図 3である。鯨ひげである 1_1
〜3は弾性率が⾼く、硬くて粘りがあり、ポリアセタールはしなり（弾性率）に対して低い
数値であることがわかった。 

 
 
 
 
 
 
 

図 1 切り出し 

図 2 ⾚外分光分析 
 

図 3 曲げ試験調査数値⽐較 
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 曲げ試験数値を曲線に表したものが、図 4 である。鯨ひげ 3 本は近い曲線をみせたが、
現⾏素材であるポリアセタールは鯨ひげより弾性率が低いことがわかった。 

 
 
 
 上記、2 種類の調査結果をもとに、エス・ケー・エスエンジニアリング株式会社に鯨ひげ
の数値に近い素材について調べてもらったところ、MC ナイロン(MC801)という素材の提
案がなされた。MC ナイロン（MC801）は、引張強度が強いため耐久性も⾼く、加⼯性に
も優れているため、現⾏のポリアセタールよりしなりが⾼まるのではないかとのことであ
った。 
 ただし、物性調査結果だけで素材選定を⾏うと、奏者が使⽤する感覚とは異なることもあ
るため、現⾏のポリアセタール製でサイズを改良した柄、MCナイロン（MC801）製の柄 2
種類の試作品を持ち帰り、囃⼦⽅に試しに演奏してもらうことで、双⽅のしなり具合の確認
を⾏った。結果としては、MC ナイロン（MC801）による柄の⽅がよくしなり、⼿に馴染
みやすいという声が多く、MCナイロン（MC801）で試作品製作を進めていくことにした。 
  
 
 

図 4 曲げ試験弾性率⽐較 

 
 
図 3.曲げ試験数値結果 
 

←ポリアセタール製 

←左記鯨ひげ製 3 本 
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3-2. 代替素材としてのMCナイロンの特性 
MC とは monomer cast の略で、液体原料であるナイロンモノマーを⾦型に直接注⼊し、

重合・成型する「6ナイロン」と呼ばれるポリアミド樹脂の⼀種である。また、MCナイロ
ンは三菱ケミカルアドバンスドマテリアルズ株式会社の商標登録名である。 
選定したMCナイロン（MC801）(図 5)

の特性として、摺動性および耐候性が⾼い
ため、屋外で使⽤される機械の部品やロー
プやワイヤーなどを介して物体を持ち上げ
るために使⽤する滑⾞（シーブ）、機械内
部や外部に取り付けるスライドプレートな
どに使⽤されている。 
⼀般に使⽤する素材であるため、今後の
流通を考えるうえでも、鉦すりの柄に適し
た素材であると判断した。 

 
素材が決まったことで、鉦すりの柄の設計図⾯の作成を⾏った（図 6）。その際に、囃⼦

⽅からでていた「⻑時間叩くと汗ですべる」「こどもの⼿になじみやすいものがよい」とい
う課題に対して、柄に刻みのデザインを⼊れることで解消を試みた。 

 
設計図⾯をもとに、MCナイロ

ン（MC801）の加⼯を担っている
サンコーエンジニアリングプラ
スチック株式会社をご紹介いた
だき、試作品製作へと進めた。し
かし、新型コロナウイルス感染症
の影響で 2020 年、2021 年と祇
園祭の⼭鉾巡⾏が中⽌となり、囃
⼦⽅の試奏は 2022年となった。
囃⼦⽅のフィードバックについ
ては６章に記載する。 

 
 
 

図 5 MC801（三菱ケミカルアドバンスドマテリアル 
ズ株式会社ウェブサイトより） 

 

 
図 3.曲げ試験数値結果 
 

図 6 MC ナイロンによる鉦すりの柄設計図⾯ 

 
 
図 3.曲げ試験数値結果 
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4. 新素材による柄の製造⽅法 
 2022年 7⽉の祇園祭にて囃⼦⽅による試奏を⾏いそのフィードバックを受けて、柄の製
造内容が確定した。本章では、MC ナイロン（MC801）による鉦すりの柄の製造⽅法につ
いて記載する。 
 

柄の製造記録は、以下の形で取材した。 
取材⽇：2022年 12 ⽉ 7 ⽇（⽔） 
場 所：サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社 
参加者：鈴⽊昌和（祇園祭囃⼦⽅連絡会） 
    春名健⾄、⻄村佳之、⽊原慎司（サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社） 
    萩原麗⼦、細野桜⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
4-1 素材板抜き（切り出し） 
 まず、厚み 7mm の板状の MC ナイロン（MC801）をパネルソーにて 136mm×370mm
のサイズにカットする。次に、⾃動プレーナーで、材料の厚みを 7mmから 5.7mmまで削
り出し、整える（図 1）。サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社の資材課に、こ
のようにカットされた状態で届く。 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 1 MC ナイロン（MC801）素材の切り出し 
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4-2 コンピューター⼊⼒ 
 3章の図 6 の鉦すりの柄の設計図⾯をもとに、⼨法通りに仕上がるように座標、回転、送
り、また使⽤する⼯具なども含めた機械への全ての指⽰をコンピューターに⼊⼒する。ここ
で間違えると全てやり直しになるため、重要な作業である。過去の試作品製造時に発⽣した
エラーなども記⼊しておくことで、エラー防⽌を防ぐ（図 2）。 

 
 
4-3 切り出し加⼯（表） 
 次に機械に材料を固定するための準備を⾏う。板版のボタンの取り外しを⾏うことで位
置を決め、材料を完全に吸着（固定）させる（図 3）。埃が付着していないかなど確認をし
たうえで、座標を設定する。 
 材料を固定し、コンピューターからプロ
グラムを選択し、表側の機械加⼯から⾏う。 
 136mm×370mmの材料から鉦すりの柄5
本分の切り出しを⾏う。1 本ずつの作業とな
り、5本の作業時間としては 20 分強。 
以下の作業順で、表⾯の機械加⼯を⾏う。 
① 持ち⼿（グリップ）の⽳あけ 

（荒加⼯と仕上げ２回） 
② 形状の抜き出し（荒加⼯と仕上げの２回）（図 4） 
③ 持ち⼿（グリップ）の線⼊れ 
④ 外側に⾓が⽴たないよう、丸みをつける（R：ラジアスを⼊れていく） 
⑤ 形状の仕上げ⼯程 
⑥ ⽳の⾯取り作業 

図 2 鉦すりの柄の情報⼊⼒作業 

図 3 材料を固定するための作業 
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上記の⼯程を終了したものが図５である。裏側の薄⽪をカッターナイフで切り取り、5本

を切り外していく（図 6）。取り外した柄は 1 本ずつ、治具に合わせてサイズや位置に狂い
がないかの確認を⾏う（図 7）。 
確認ができたら、次に裏⾯のデータをコンピュターに⼊⼒する（図 8）。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 4 形状の抜き出し作業 図 5 表⾯の機械加⼯を終えた状態 

図 6 柄の取り外し作業 

図 7 柄のサイズ確認 

図 8 裏⾯加⼯の⼊⼒ 
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4-4 切り出し加⼯（裏） 
 表⾯と同じく、裏⾯の柄を吸着（固定）し、
位置を設定していく。切り離されている分、
ずれがないよう固定し、柄に汚れが付着し
ていないかの注意も払う（図 9）。 
 以下の作業順で裏⾯加⼯を⾏う。 
① 裏⾯の持ち⼿（グリップ）の線⼊れ 
② 丸み加⼯（薄⽪部分のカット） 

および切り出し 
③ ⽳の⾯取り作業 
 
4-5 仕上げ 
 裏の切り出し加⼯の後、1 本ずつ⼿作業で状態を確認し、汚れの洗浄や材料の髭の取り除
きなど、機械加⼯でままならなかった部分の仕上げを⾏う。囃⼦⽅が⼿にするものであるた
め、安⼼して使⽤してもらうために、最後の⼿作業による確認と修正は重要な作業である
（図 10）。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 裏⾯の柄の固定作業 

図 10 完成した鉦すりの柄 
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4-6 本プロジェクトについて 
 取材後に、サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社のみなさまに、本取り組みに
対する感想や気持ちを聞いた。以下、列挙する。 
 
⽊原さん 
「私たちの仕事は設計図通りに物を作ることが当たり前のことだが、どういった物に使⽤
するか、そのためにどの部分に配慮する必要があるかを常に考える。今回の取り組みであれ
ば、囃⼦⽅のみなさんは、MC ナイロン（MC801）の前の素材であるポリアセタールの鉦
すりは汗で滑るとおっしゃっていたので、吸⽔性が⾼いMCナイロン（MC801）を選定し、
わざと柄を荒⽬にするなど⼯夫を施した。MC801 は耐久性もあるし、⾊褪せも少ないので
⻑く使っていただけると思う。今回、鉦すりの柄の製造に携わったことで、祇園祭の⼟台に
関わることができ、嬉しく誇らしい。」 
⻄村さん 
「京都の伝統⽂化である祇園祭に携わることができたことがなにより嬉しい。私は京都⽣
まれなので、この仕事をしながら、⼦どもに祭りの鉦すりの柄をお⽗さんの会社で作ったん
だよと話したところ、⼦どもが友達にもそのことを話していて、嬉しく思っている。」 
春名さん 
「本社は製造業で物を作るが、何かの部品だったり素材だったりすることが多いため、それ
を使ってわかりやすい形で製品をみる機会は少ない。今回の取り組みは、京都を代表する祇
園祭で使⽤される鉦すりの柄。⼦どもにお⽗さんが作ったものだと伝えられることが素晴
らしいし、それを製造した従業員が誇りに思えることがものづくりの真髄だと思っている。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 11 技術者の⽊原さん、囃⼦⽅の鈴⽊さん 
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５. 鉦すりの頭（⿅⾓）の加⼯接着⽅法 
 祇園祭をはじめ多くの祭り道具を製作するハタリ源⾓堂を訪れ、鉦すりの柄に頭を接着
する過程を以下の形で取材した。その記録を本章に記載する。 
 
取材⽇：2023年 2 ⽉ 17 ⽇（⾦）13:00-17:00 
場 所：ハタリ源⾓堂 
参加者：畑⾥憲雄（ハタリ源⾓堂） 

萩原麗⼦（伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス） 
 
5-1 ⽣地どり 

 仕⼊れた⿅の⾓から鉦すりの柄に適した品質を選定する。鉦すりは⿅⾓
しかつの

の⼀番硬い部分
である根本を切り出し使⽤する（図 1）。岸和⽥だんじり祭りなどで使⽤する摺鉦の撞⽊

しゅもく
は

⿅⾓をそのまま使⽤するが、祇園祭で使⽤する鉦すりは⼀頭で 2 個しか取れない⾓の根本
だけを使⽤するため、とても贅沢な使い⽅である。 

⾓の断⾯を⾒て、密度の⾼い断⾯の個体を選ぶ（図 2）。 

 
 
5-2 切り出し 
 チェーンソーをあてて⾓の断⾯をとり、カドを落としながら切り出していく（図 3）。 

図 1 雄⿅の⾓ 図 2 ⿅⾓の根本を切り出した状態 

図 3 チェーンソーによる切り出し 
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5-3 加⼯とサイズとり 
 サンダーで丸く加⼯し、断⾯に鉦すりのサイズを鉛筆で書き込む（図 4）。 
鉦すりの頭のサイズは、⼩：30mm未満、中：30〜35mm、⼤：35mm以上。 
 ⼩さいサイズは⼤きなものから切り出せばよいように思われるが、⾓の強度は外側が強
く中側は弱いため、サイズにあわせたものを選び、削り出しを少なくしている。 

 
 
5-4 成形 
 外れないようにろくろにしっかりと固定させ、書き込んだサイズになるまで成形してい
く。また表⾯が滑らかになるまでしっかりと時間をかけて成形する（図 5）。 

 
 
5-5 ⽳あけ作業と柄先の加⼯ 
 成形した鉦すりの頭に柄が⼊るようにドリルで⽳をあける。鉦すりの柄は頭の⽳に⼊る
よう先を 2cm程度削り出し、柄の先に滑り⽌めとして刻みを⼊れる。 
 
 

図 4 サンダーによる加⼯とサイズの書き込み 

図 5 成形作業 
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5-6 接着作業 
 頭の⽳と柄先を接着剤で接着させ、丸⼀⽇そのまま寝かせておく。翌⽇、接着具合を確認
し、柄先をガスバーナーの熱で溶かし、留める。新しい柄の素材であるMCナイロン（MC801）
の溶解温度は、前の素材であるポリアセタールよりも⾼い。 
 頭と柄の接着具合を確認し、完成（図 6）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
5-7 まとめ 
 ハタリ源⾓堂の畑⾥⽒は、祖⽗の代から⿅⾓⼯芸の仕事をしており、奈良の観光名所の近
くで店を構えていることから⼟産物としての⿅⾓加⼯品を販売していた。三代⽬である畑
⾥憲雄さんは、祇園祭⼭鉾連合会から鉦すりについての相談があり、⾒様⾒真似で鉦すりの
頭の加⼯と柄の装着をやり始めたと話す。また、祇園祭のほか、岸和⽥だんじり祭り、徳島
の阿波踊り、⽔⼝曳⼭まつりなどの道具製作も⾏っている。 
 今回の新素材であるMCナイロン（MC801）については、前回の素材よりも⼿のなじみ
がよく、加⼯についても容易であるとのことであった。接着前の柄先の削り出しと加⼯につ
いては、その部分も柄の製造会社の⽅で作業してもらえないかを相談することにした。ま
た、MC ナイロン（MC801）に適した溶解温度や適した機械・道具についても製造会社に
相談しながら進める予定である。 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 頭と柄を接着した状態 
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6.  実演家による鉦すりの柄のフィードバック 
 MCナイロン（MC801）による鉦すりの出来を確認するために、「祇園祭・新素材による
鉦すりのお披露⽬会」（2022年 2 ⽉ 6 ⽇ 於：京都芸術センター 講堂）と、祇園祭にて囃⼦
⽅の試奏（2022 年 7 ⽉）を⾏った。なお、双⽅とも 2020 年に開催する予定であったが、
新型コロナウイルス感染症の影響で実施できず、2022年に実施する形となった。 
 本章では鉦すりの柄を使⽤した演奏の感想、使⽤者である囃⼦⽅の感想を記載する。 
 
6-1 「祇園祭・新素材による鉦すりのお披露⽬会」の開催 
 以下の形でお披露⽬会を開催し、試作品開発にいたるプロセスを紹介するとともに、MC
ナイロン（MC801）による鉦すりを使⽤した演奏も⾏い、観客のフィードバックを得た。 
 
「祇園祭・新素材による鉦すりのお披露⽬会」 
開催概要 

⽇時：2022年 2 ⽉ 6 ⽇（⽇）15:00-16:30 
会場：京都芸術センター 講堂 

 内容：新素材開発にいたる背景  報告者：⽯⽥篤彦 
    鯨ひげによる鉦すり  報告者：⽊村幾次郎、鈴⽊昌和 
    新素材の特性と物性調査結果報告  報告者：⽥⼝肇 
    ⻑⼑鉾祇園祭囃⼦保存会による演奏 
 
新型コロナウイルス感染症拡⼤時期における開催であったため観客定員を限定し、お披
露⽬会の様⼦を後⽇ TARO の YouTube チャンネルにて動画配信することで開発プロセス
を広く発信した。会には祇園祭関係者以外に⼤津祭や伊賀上野天神祭の関係者の姿も⾒ら
れたので、試作品を⼿にしていただき感想をいただいた。「現⾏の柄よりもしなりの精度が
向上している。使⽤を検討したいので、今後、流通経路なども含めた公開をお願いしたい」
とのことであった。他の参加者からは、「昔の素材が時代の流れで⼊⼿できないことは仕⽅
がない。⽇本の⽂化を変化しながらも後世に伝えていくために、今回の取り組みは意義ある
ことだ」「祭りの⽅々が道具も⼤切にこだわり取り組んでいらっしゃることに感⼼した」と
いう声があがった。 
■TARO YouTubeチャンネル「祇園祭・新素材による鉦すりのお披露⽬会」 
https://www.youtube.com/watch?v=vBtAUBCsoBk 
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6-2 祇園祭での囃⼦⽅の試奏 
 2022年 7⽉に開催された祇園祭にて、各⼭鉾の囃⼦⽅にMCナイロン（MC801）による
鉦すりの柄を 7 本ずつ配布し、試奏後の感想をアンケート形式で収集した。 

アンケート調査の概要は以下である。 
 

「祇園祭での試奏」「祇園祭鉦すりに関するアンケート調査」 
実施時期：2022年 7⽉ 12⽇（⽕）〜8⽉ 1 ⽇（⽉） ＊各⼭鉾の囃⼦終了後に回答 
対象者：14の⼭鉾の囃⼦⽅（101名） ＊各⼭鉾に 7 本ずつ試作品を配布 
アンケート調査内容： 
 ・演奏者について（年代、鉦⽅歴、所属している⼭鉾） 
 ・使⽤している鉦すりのタイプ（素材、いつから使⽤しているか、使⽤しての感想） 
 ・新素材の鉦すりの感想（重さ、⻑さ、弾性） 
 ・鯨ひげの鉦すりに関するエピソード ＊⾃由記述 
 
6-2-1 演奏者属性 
 祇園祭の鉦⽅は若い世代が担うと聞いていたが、本調査においても 20 代以下が７割を占
めており、鉦⽅としての経験も 20 年未満である鉦⽅が６割以上を占めた（図 1,2）。 
 
 
 

 
 
 
 
 

10代未満, 2%

10代, 46%

20代, 24%

30代, 16%

40代, 3%

50代, 6%
60代, 3%

3年未満6%
5年未満6%

10年未満
34%20年未満

34%

30年未満12%

40年未満4%

50年未満3% 60年未満1%

図2 演奏者の鉦⽅歴図 1 演奏者の年代 
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6-2-2 現在使⽤している鉦すり 
 現在使⽤している鉦すりは、鯨ひげと合成樹脂による柄が半数ずつを占めた（図 3）。 

鯨ひげの柄を使⽤している年代を調べると、⼀番若くて 30 代で、祇園祭⼭鉾連合会が
2003年に製作し配布した鯨ひげの柄を⼤切に使⽤していることがわかった。ただ、しなり
はあるが消耗しており、柄は折れて短く演奏しづらいという声が多く挙げられた。 
⼀⽅、合成樹脂のみを使⽤している回答者に対して、現⾏の鉦すりの柄の使⽤感を調べて

みると、半数以上がなんらかの課題を挙げており満⾜していないことがわかった。回答とし
てあげられたのは、「柄が硬く叩きづらい」「しならないのでよく折れる」「重い」であった。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
6-2-3  新素材の鉦すりの感想 
 次に新素材（MCナイロン）による鉦すりの柄の重さ、⻑さ、弾性（しなり）の回答を求
め、囃⼦⽅の使⽤感を確認した。柄の重さについては半数強が「良い」（図 4）、⻑さについ
ては６割が「良い」と答えた。次に柄の弾性については、良いという回答が半数を超えた（図
5）。良いと回答した年代を調べると、７割が 20 代以下であった。「少し硬い」の回答者の９
割は、現在鯨ひげの柄を使⽤しており、鯨に⽐較すると新素材もまだ硬いと感じている様⼦
がわかった。⼀⽅、「少しやわらかい」と回答した者の半数は、合成樹脂による柄を使⽤し
ており、しなりの部分においては、今使⽤している柄と⽐較する傾向が⾒られた。 

鯨ひげ, 39%

合成樹脂, 
38%

鯨ひげと樹
脂製両⽅, 

13%

無回答, 10%

図 3 今使⽤している鉦すりの柄 

⼤変良い
21%

まあ良い
30%

ふつう
31%

あまり良くな
い15%

良くない1%
その他2%

図 4 新素材鉦すりの重さについて 

ちょうど良
い

37%

まあ良い
19%

ふつう
12%

少しかたい
12%

少しやわらか
い19%

その他
1%

図 5 新素材鉦すりの弾性について 
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 以下、⾃由記述にあげられた新素材の鉦すりを使⽤した感想を列挙する。 
  
 ・⼿に持った感じもしなりも良く、とても使いやすかったです。（10 代未満） 
 ・とても叩きやすいです。⽇和神楽の⽇にくじらの鉦すりが折れてしまったので巡⾏当⽇

も新素材の鉦すりを使わせていただきました。素材は MC ナイロンと⿅のツノで合っ
ていますか。新素材の鉦すりはとても使いやすいので、これからも使わせていただきた
いです。今７本しかなく取りあいになってしまうので、少なくても８本くらいは欲しい
です。（10 代未満） 
・とてもたたきやすくていいなと思いました。８⼈で叩くときに⾳がそろうという⾯も

いいと思いますが、違った⾳⾊があってもいいのかなと思いました。（10 代） 
 ・元々使⽤していたものよりも、程よい重量感があって⾳を出している感覚が⼿に伝わっ

てよい。（10 代） 
 ・柄のカドがやや気になるので⾯取りが必要かもしれない。前まで使⽤していたプラスチ
ックの柄の鉦すりは頭が⾶びやすかったので、新しいものでは頭が⾶びにくい⼯夫が望
まれる。（20 代） 

 ・使い始めはかたい印象を受けたが、毎⽇使っていく中で弾性もしなりも出てきて使いや
すくなった。（20 代） 

 ・今使⽤している鉦すりよりも柔らかくかなりしなる。⼒を⼊れなくてもしなりでしっか
り⾳が出せるので、使いやすいし疲れにくい。⼀⽅で、予想以上にしなるので囃⼦のペ
ースが速い時にしなりでリズムがずれないか気になった。（20 代） 

 ・柄の樹脂の部分が頑丈そうでしなりもあり、表⾯もマット調・エンボス処理がされてい
て⼿触りも良く⼿に持ったときに滑らず、折れたり破損（キズなど）もしにくそうで良
いと思います。（30 代） 

 ・触った感じは柔らかいが、叩くとちょうど良い硬さで買いたいと思いました。クセがな
いので⼦どもも使いやすいと思います。（30 代） 

 ・鯨より柄の持ち⼿部分に丸みがあるので、⼿に汗をかくと滑りやすくなるのではない 
か。鯨は全体的に⾓ばったもので滑りにくかった。（50 代） 
・柄の部分はかなり期待できる素材だと思うが、⿅の⾓の代替品の素材研究開発をしてい 

く必要があると思う。今回の新しい鉦すりも７本中５本は⿅の頭の部分が半分に割れた。
プラスチックの圧縮物や他の素材で頭も検討した⽅がよいと思う。近年の鉦すりは、⼦
どもたちが気の毒なほど折れたり割れたりと、鉦⽅を卒業するまでに何本も必要なので、
経済的にも厳しい⾯がある。⼀団体で考えるより、連絡会で考え、開発できるようにし
たいと思う。（60 代） 
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6-2-4 鯨ひげに関する記述 
 今回、囃⼦⽅のみなさまにアンケートを⾏うにあたり、鯨ひげの柄についての情報収集も
⾏った。以下、集まった情報を列挙する。 
 
・せんぱいの⽅から、鉦すりがおれる＝上⼿にたたけているとききました。あとシロナガス 

クジラのひげを使っているとききました。（10 代未満） 
 
・⾃分が囃⼦⽅に⼊った時点で既にあった。レアなものとして重宝されていた。（20 代） 
・⼆⼗年前に皆勤賞としていただいた鉦すりの頭が鯨の⾻（？）なので、⾮常に割れやすか 

った。鯨ひげの柄はしなりが強く、慣れるまでに時間を要するが、慣れれば叩きやすかっ 
た。柄の短いものが多かったように記憶している。（20 代） 

 
・⼊会したての頃に「鯨のひげ」を使⽤したものもあると教えていただき、当時⼩学⽣でし 

たがとても驚いたのを覚えています。プラスチック製は真っ直ぐで統⼀感もありますが、 
鯨のひげ製は独特の⾵合いや不均⼀な反りもあり、それがかえって伝統⽂化の道具らし 
くて良いと感じていました。（30 代） 
・⼊会した 30 年前はまだ鯨のひげを使⽤していた。とにかく軽いのでリズミカルに演奏で 

きた。（30 代） 
・初めて使ったのが、鯨のひげ・⿅の⾓の鉦すりです。今は代⽤品があるが、やはり代⽤品 

では物⾜りない気分です。昔は鯨のひげの鉦すりしかなかったので。30 年ほど囃⼦⽅で 
鉦すりを使っていますが、もっと昔から鯨のひげの鉦すりを使っていたと思う。（30 代） 
 
・昔は柄の部分に⿅の⾓で装飾がされているものもありました。⽗から譲り受けたものを使 

⽤し 20才くらいまで使っていました。その間何度も折れて修復して使っていたので、最 
後は短くなっていました。（50 代） 
・鯨の漁が禁⽌になって髭が⼊らなくなって、だんだん値段が上がって、なくなっていくと 
樹脂の鉦すりがでまわった。鯨を使っていたのは 1970 年代時分〜。（50 代） 
 
・昭和 30〜50 年代ぐらいまでは、鯨ひげの柄を⿅の⾓が⼩さくなるまで使⽤していた。 

⿅の⾓が⼩さくなり過ぎてから、やっと柄もかえるような感じだったと思う。⼤切に使っ 
ていました。鯨のひげの柄はしなりもよく、気持ちよく鉦をすることができた。（60 代） 
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6-3 まとめ 
 アンケート調査を通して、鯨ひげの鉦すりから樹脂製の鉦すりへと、ちょうど移⾏してい
くタイミングを迎えていることがわかった。2003年に、祇園祭⼭鉾連合会が開発・製作し
各⼭鉾へ配布した鯨による頭と柄の鉦すりが、消耗した状態ではあるが今も残っている。囃
⼦⽅の中に、幼少期に鯨ひげの鉦すりに触れている年代がいるため、鯨ひげと新素材のMC
ナイロン（MC801）による鉦すりの感触を⽐較することができた。良質な製品を開発して
いくためには、前の素材を知っていることはとても重要なことである。各⼭鉾が保有してい
る鯨の鉦すりの消耗状況をみると、新素材へ本格的に移⾏していく間⼀髪のタイミングで
あったのかもしれない。 
 試奏についても囃⼦⽅のみなさまが積極的に取り組み、熱⼼に感想を出してくださった
ことで、試作品の課題抽出に繋がった。課題は、サンコーエンジニアリング株式会社に共有
し、柄の持ち⼿の⾓ばりについては、⾓をとり丸みをもたらせる作業を加え、⼿になじみや
すい設計へと変更し直した。 
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７章 鯨ひげのリサーチ 
 鯨は、かつての⽇本⼈の⽣活に⾝近な存在であったため、鉦すりの道具に鯨ひげを使⽤
していたのではないかと祇園祭囃⼦⽅連絡会から話を聞いた。本プロジェクトでは新素材
の開発を進めるとともに、私たちの⽣活と鯨ひげのつながりについてリサーチを⾏った。 
 
7-1 他地域の鉦すりの柄 
他地域の祭りを調べたところ、祇園祭と似た形状の鉦すりを使⽤する⻲岡祭、⼤津祭な

どは、祇園祭⼭鉾連合会と連携をとりながら、鯨ひげの⼊⼿や合成樹脂による柄などの情
報共有を⾏っている。祇園祭囃⼦⽅連絡会によると、全国の祭り関係者から道具や材料に
関する相談がくるので、鯨に近いしなりをもつ鉦すりの柄の開発を⾏い、他団体にも情報
提供していきたいとのことであった。 

鯨と⾝近な地域を調べていたところ、静岡県の清⽔市にて鯨を使⽤した鉦すりに出会っ
た。連絡をとると、今は祭りに使⽤していないのでとのことで、当時使⽤していた鉦すり
を 2本分けていただいた。柄の部分にイワシクジラを 2枚貼り合わせて頭に⽜⾓を使⽤し
たもの（図 1）、また柄にイワシクジラを 3枚貼り合わせて頭にマッコウクジラの⽛⻭を使
⽤した鉦すり（図 2）である。 

 
7-2 太地町⽴くじらの博物館 
 鯨と私たちの暮らしの関わりについて調べるために、和歌⼭県の太地町⽴くじらの博物
館の研究者と情報共有の機会をもった。鉦すりに使⽤されていた鯨ひげはセミクジラやナ
ガスクジラ、イワシクジラやシロナガスクジラであろうということがわかった。また、⻑
さなどからセミクジラが多かったのではないかとのことである。鯨種の違いによるひげの
強度については判明しなかったが、鯨ひげの特性と鯨が私たちの⽣活や芸能のさまざまな
道具に使⽤されている実態がみえてきた。鯨ひげの特性について、次項以降に記載する。 

図 1 イワシクジラの柄＋⽜⾓の頭 図 2 イワシクジラの柄＋マッコウクジラ⽛⻭の頭 
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7-3 クジラの利⽤と私たちの暮らし−多様なクジラヒゲ加⼯品 
 

中江環（太地町⽴くじらの博物館 副館⻑/学芸員） 
 
１．クジラの利⽤とクジラヒゲ 
 古くから「鯨⼀頭七浦潤う」という⾔葉があるように、クジラはその⾁だけでなく、⽪
も⾻も内臓も、そして⻭やヒゲさえも余すことなく利⽤されてきた。本稿ではその中でも
クジラヒゲの利⽤、特に国内の実例に焦点を当ててみたい。 
 その前に、クジラヒゲとは何かについて触れておく。現在、地球上にはおよそ 90種類
の鯨類が存在している。そして、彼らはその⼝腔内の特徴などから 2つのグループに分け
ることができる。⼝腔内に⻭をもつハクジラの仲間と⻭をもたない代わりにクジラヒゲ
（ヒゲ板）と呼ばれる器官を有するヒゲクジラの仲間である。14 種類ほどいるヒゲクジラ
の仲間は、海の中に⽣息する⼩さな餌⽣物を濾し取って⾷べるための摂餌器官としてクジ
ラヒゲを⽤いる。クジラヒゲの主な成分は、私たちの髪の⽑や⽖と同様にケラチンと呼ば
れるタンパク質である。 
 
2．私たちの暮らしの中のクジラヒゲ 
⾦属やプラスチック製品などの物資が⼗分になかった時代、クジラヒゲは様々なものに

利⽤されてきた。その例を挙げれば枚挙にいとまがないが、国内では孫の⼿や⽿かきとい
った⽣活⽤品に始まり、⺠芸品、⼯芸品、漁具、医療器具や武具、祭や芸能に⽤いる道
具、さらには僧具に⾄るまで実に多様な利⽤が確認されている。そして、材料となるクジ
ラヒゲの中でも昔から良質とされてきたのが、セミクジラのヒゲである。⻑さや厚みが⼗
分に確保でき、弾⼒性があることに加えて、細⼯がしやすかったからであろう。また、ナ
ガスクジラのヒゲは独特な⾊合いを持っていて⼯芸品などに好んで使われたという。国内
だけでなく、海外でも⼥性⽤コルセットやバイオリンの⼸などに利⽤されてきたクジラヒ
ゲであるが、鋼やプラスチック⼯業の発展や捕鯨の規制が厳しくなったことをうけて、そ
の需要は近年少なくなっている。次項からは、私たちの暮らしの中にみられたクジラヒゲ
加⼯品のうちのいくつかを「⽣活に⾝近なヒゲ」、「⽂化に息づくヒゲ」の 2つに分類して
紹介していく。 

なお、本稿における「クジラ」や「クジラヒゲ」の表記について、原則⽚仮名表記を⽤
いるが、固有名詞や⽂献を引⽤する場合は「鯨」、「鯨髭」などと漢字表記を⽤いることと
する。 
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3．⽣活に⾝近なヒゲ 
クジラヒゲは、⾝近な⽇⽤品の中にも多く利⽤されてきた。熱を加えたクジラヒゲは柔

らかくなり、型に⼊れて圧⼒をかけることで様々な形状に加⼯することができるという。
クジラヒゲから作られた製品は、独特の弾⼒や⼿垢で汚れる⼼配がないという機能性の⾼
さとべっ甲にも似た気品を感じさせる美しさをあわせ持っていた。 

ここでは⾝近な⽇⽤品や⼯芸品として⼈々の暮らしとともにあったクジラヒゲ加⼯品の
うち、印籠と靴べらについて述べる。 
 
印籠 
 印籠は薬などを持ち運ぶための⼩さ
な容器で、当初は印鑑や朱⾁をいれて
いたことからその名がついたといわれ
る。こちらの印籠は、平らな⻑⽅形を
しており、3段に分割できるようになっ
ている。各段の両側には紐が通してあ
り、「緒締め」と呼ばれる球体の留め具
で 2本の紐が⼀つに束ねられていて、
それを動かすことで開閉ができるとい
う仕組みだ。紐の終わりには「根付」
がつけられ、⾝に着ける際にはこの部
分を帯に挟んで引っかけるようにして
落下防⽌にしたようである。⼀般的に⽊材や⾦属で作られることの多い印籠であるが、こ
ちらは本体の素材にクジラヒゲが使われている。また、根付にはセミクジラの彫刻を施し
たマッコウクジラの⻭が⽤いられ、全体には鮮やかな⾊彩で勢⼦⾈(クジラを捕るための⼩
⾈)と銛を打たんとする刃刺しや⽔夫の姿が描かれている（写真 1）。 
 この印籠の由来に詳しいのは、⼩柳佐喜男⽒が記した「⼩柳佐喜男の鯨ひげ⼯芸品の開
発と⽣産に関する覚書」（1995）である。⼩柳⽒は、昭和 40 年代後半に⻑崎県佐世保市で
株式会社三桜を設⽴し、クジラヒゲを素材にした製品を数多く⽣産してきた⼈物である。
先の覚書によると、この印籠は今から 20数年前に⼩柳⽒が⼿がけたもので、太地町内で
クジラ⼯芸品の卸売りを⾏っていた海野商店が、当時のくじらの博物館⻑から依頼を受け
て、クジラヒゲ製印籠の製作を株式会社三桜に働きかけたといういきさつが分かる。ま
た、「⼆段重ね」という点は本印籠と形状が異なるものの、素材や製造過程についても⾔
及されていて、胴体部にはイワシクジラまたはナガスクジラ、中⼼部にはミンククジラ、

写真 1：クジラヒゲ製印籠 
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緒締めにはナガスクジラまたはシロナガスクジラのヒゲが使われ、クジラや捕鯨の様⼦な
どは全て⼿描きであったとある。製作には⾮常に時間と⼿間がかかったため、年間 50個
ほどの⽣産だったという。この印籠は、そうした経緯で作られたもののうちくじらの博物
館で販売されていた 5、６個の中の⼀つであると思われる。当時の値段で 3万円ほどとい
うのであるから、⾮常に⾼価なものであったことに違いない。 
 
靴べら 
 内⽥（2013）によると、クジラヒゲの利⽤例として靴べら
が登場するのは昭和 20 年代になってからのことだという。内
⽥は、それ以前からもクジラヒゲを利⽤した靴べらが⽣産さ
れていた可能性も⽰唆した上で、明治時代以降の⽣活様式の
洋⾵化によって、靴べらの使⽤が⼀般化したことが、その需
要を増やした背景にあるのではないかと考察している。 

⼩柳（1995）にも、クジラヒゲ製靴べらについての記述が
ある。それによると、靴べらに加⼯されたクジラヒゲは、主
にナガスクジラとイワシクジラの 2 種類であったという。そ
れぞれのクジラヒゲの特徴についても述べられて
おり、ナガスクジラについては「暗⿊⾊からダー
クグレー、ダークグリーン、⻩⽩⾊まで変化に富
ん」だヒゲの多様な⾊合いが、イワシクジラにつ
いては「他の鯨ひげより組成が密で、⻑須鯨ひげ
より堅く強靭」であるヒゲの強度が特筆されてい
る。こうしたクジラヒゲの特性を知り尽くした職
⼈の⼿によって、⽑付き⻑靴べら、鯨型短靴べ
ら、⼀般靴べら、短靴べらなど様々な趣向を凝ら
した靴べらが⽣み出されていった。ちなみに内⽥
（2013）は、「短靴べら」は⼿のひらサイズのも
のを、「⻑靴べら」は柄の部分が⻑いものを指すと
しているので、ここでもその定義を⽤いることと
する（写真 2）。 
 クジラヒゲ製靴べらの⽣産を⾏っていたのは、⼩柳⽒だけではない。⼤阪市⽣野区で⽗
親の代から２代にわたって鯨⻭加⼯業を営んできた古川製作所もその⼀つである。残念な
がら数年前に廃業が決まり、現在はその⽣産⼯程を⾒ることはかなわない。しかし、この

写真 2：クジラヒゲ製靴べら 
（上：⻑靴べら 下：短靴べら） 
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度経営者である古川基雄⽒の協⼒を得て、筆者は短靴べらの⽣産⼯程について聞き取り調
査を⾏うことができた。その⼯程を次に⽰す。①原材料であるクジラヒゲを鋸である程度
のサイズに切ったものに、ゴム板で下書きの線をプリントする。②その下書き線に沿っ
て、「エズリ」で形作っていく。「エズリ」とは磨きの⼯程の⼀つであり、⾰製の回転ベル
トに「ペーパー」と呼ばれる紙やすりが巻かれたもので磨く作業のことである。③靴べら
の形に成形したクジラヒゲを鉄板で熱し、柔らかくなるまで温める。熱する温度や時間は
季節によっても異なり、職⼈の勘に頼る部分でもあるという。④縦の⻑さが 15㎝ほどの
⽊型に③のクジラヒゲを挟み込み、その状態で専⽤に作った棚に⼊れて冷やす。この時、
しっかりと成形する必要があるため、⽊型に使⽤する⽊材は固いものが選ばれる。⑤④を
エズリで整え、「バフ」と呼ばれる磨きの道具と磨き砂で荒磨きをした後、さらに「ロ
ウ」と呼ばれる固形ワックスを⽤いて仕上げの磨きを施す。古川⽒の⼯場で⽣産された短
靴べらは、キーホルダーになっているもの、⾰紐の飾りがついたものなどバリエーション
があった。仕上げの磨きを経た靴べらの頂点にドリルで⽳を開けて、そうした細⼯が施さ
れたのだろう。 
 クジラヒゲを加⼯する際に重要なのが、整形の⼯程である。クジラヒゲは乾燥する過程
で湾曲するため、加⼯しやすいように平らにする必要がある。また、様々な製品に加⼯す
るには、好みの形に変形させ、その形状を維持させなくてはならない。そこに⽤いられる
のが熱処理の技術である。先にも述べたが、クジラヒゲはプラスチックのように温めると
柔らかくなり、冷やすとその形状を維持したまま固くなるという性質（熱可塑性）があ
る。古川⽒は、熱した鉄板の上で直接熱するという⼿法を⽤いていたが、べっ甲の加⼯技
術を転⽤した蒸気をあてて整形する⼿法があったり、熱を加えた圧搾機で徐々に整形する
⼿法があったりと加熱の⽅法も職⼈によって実に多様である。 
 こうした整形技術と職⼈のアイデアによって、茶たく、銘々⽫、孫の⼿、⽿かき、釣り
竿、置物、かんざし、ペン⽴てなど様々なクジラヒゲ加⼯品が⽣み出されていったのであ
ろう。 
 
4．⽂化に息づくヒゲ 
数ある伝統⽂化を⽀えてきたものの⼀つに クジラヒゲが挙げられる。古くは奈良時代

の僧具として、また⽂楽や浄瑠璃では⼈形を動かすバネやぜんまいとして、そして祭の道
具としてなど広く使われてきた。こうしたものの材料となったのは、多くの場合がセミク
ジラのヒゲであるが、現在は捕獲が禁⽌され⼊⼿が難しくなっている。今、伝統⽂化や芸
能の存続は、クジラヒゲの確保と代替品の開拓という⼤きな課題に直⾯している。 

ここでは伝統⽂化や芸能を⽀えたクジラヒゲ加⼯品のうち、鉦すりの柄と鯨髭天井につ
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いて述べる。 
 
鉦すりの柄 
 祭などで使われる鉦を打つばちのこ
とを「鉦すり」と呼ぶ。関⻄では滋賀
の⼤津祭や京都の祇園祭などで使われ
ている。この鉦すりの柄の素材として
古くから利⽤されてきたのがクジラヒ
ゲである。かつてはその独特のしなり
やバネの具合が好まれ、セミクジラや
ナガスクジラ、イワシクジラやシロナ
ガスクジラといったクジラのヒゲが材
料として使われてきたが、材料確保が
難しくなった近年、ほとんどがプラスチック製のものに変わってしまった。⼀⽅で、⼀度
は途絶えたものの、「⽂化財としての囃⼦の価値を再現したい」と本来の姿の鉦すりを再
現しようとする動きもある。滋賀県⼤津市は 2006 年頃からクジラヒゲ製鉦すりの再現に
取り組んでいるが、筆者が聞き取り調査を⾏った 2015年当時、13基ある⼤津祭曳⼭のう
ちのほとんどで鉦すりの柄にクジラヒゲが使われていた（写真 3）。 
 ⼤津祭の曳⼭の⼀つ「孔明祈⽔⼭（こうめいきすいざん）」で保存修理を担当する男性
によると、戦前は⼤津祭に使⽤する鉦すりの柄の製作を、⻑崎県佐世保市の業者に依頼し
ていたのだという。クジラヒゲ製鉦すりを再現するにあたって改めて原材料を探したとこ
ろ、偶然にも⻑崎県佐世保市に在庫があることを知った男性は、⽂献を送って加⼯しても
らうことにした。⽂献に倣い、再現された鉦すりの柄にはナガスクジラ、シロナガスクジ
ラのクジラヒゲが、「頭」と呼ばれる先端の鉦を打つ部分にはマッコウクジラの顎⾻が使
⽤されたという。この鉦すりは依頼先で数⼗本が製作されたが、職⼈の引退をもって製作
終了となり、2015年の調査時は保存修理担当の男性がそれに代わって⾃ら製作を続けてい
た。⽤いる材料も男性によって選定されており、柄には⼀番しなりがあって、バネの具合
がよいと感じられたナガスクジラのクジラヒゲが、頭には⼊⼿しづらく割れやすいマッコ
ウクジラの顎⾻に代えて、⿅⾓が採⽤された。製作は、次の 5つの⼯程で⾏われる。①ク
ジラヒゲの年輪に沿って、鋸で 30㎝くらいの⻑さに切り出す（写真 4A）。②⽷鋸で⼤ま

C 

 

写真 3：鉦すり【⽥中理司⽒、橋本明⽒ 蔵】 

（上：イワシクジラヒゲ製 下：ナガスクジラヒゲ製） 
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かな柄の形を成形する（写真 4B）。③鉄
やすりで削って形を整える。④徐々に⽬
の細かいものに変えながら、紙やすりで
磨き上げる。⑤⿅⾓でできた頭を接着剤
で固定する（写真 4C）。 
 ⼤津祭において、クジラヒゲ製鉦すり 
を復活させるまではプラスチック製樹脂 
の柄に象⽛の頭がついたものを使⽤して 
いたそうだが、クジラヒゲ製のものに変 
えたことにより、プラスチック製と⽐べ 
てクジラヒゲ製は「しなり」が強く折れ 
にくいことがわかったという。また、ク
ジラヒゲ製の柄に代えたことによる⾳⾊
の違いについては明確な回答が得られな
かったものの、マッコウクジラの顎⾻や象⽛を頭に使⽤したものよりも⿅⾓を使⽤したも
ののほうが⾳⾊はいいという話を聞くことができた。 
 公益財団法⼈祇園祭⼭鉾連合会に聞くと、京都の祇園祭においても今から 60 年ほど前
まではクジラヒゲ製の鉦すりを使⽤していたそうである。原材料が⼿軽に⼊⼿できなくな
ってきた時代背景と、摩耗や破損による柄の交換によって、流動的にプラスチック製へと
変わっていったのだという。興味深いことに、祇園祭においても素材の違いによる⾳⾊の
変化はあまり感じなかったという⼀⽅で、クジラヒゲにはプラスチックにはない「しな
り」があり、クジラヒゲ製の柄が折れにくいということが知られていた。 

鉦すりの柄において重要なのは、強度や奏者の⼿⾸に負担をかけない「しなり」であ
り、その両者を満たす素材がクジラヒゲだったのかもしれない。 
 
鯨髭天井 

これはクジラのヒゲ板から切り取った⼤量の薄い菱形の⼩⽚を⾊や繊維の向きに規則性
を持たせて天井板に隙間なく細かい釘で打ち付けたものである（写真 5）。独特のグラデー
ションを有することからナガスクジラのものとわかるヒゲ板の⼩⽚は、それぞれに表情が
異なっており、モザイクの⼿法で天井に美しい幾何学模様を表している。そして、放射状
に広がる外周とモザイクで飾られた中⼼部を仕切る⽩い枠には、鯨⾻と思われる素材が使
⽤されている点も趣深い。天井全体の⼤きさは縦およそ 190センチ 、横およそ 260セン
チで、その重さは⼤⼈ 4⼈で運ばなければならないほどである。 

左：⿅⾓製 右：マッコウクジラの顎⾻製 
写真 4：鉦すりの製作⼿順 

 

A 

 

B 

 

C 
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この鯨髭天井は、和歌⼭市内にあった
茶室「鯨庵」にあった。茶室の主⼈は太
地五郎作⽒で、太地鯨⽅の祖である和⽥
頼元の⼦孫でもある。明治 11 年 12 ⽉ 24
⽇、後に「せみ流れ」と呼ばれる海難が
起きた時に燈明崎の⼭⾒にあって操業の
指揮をする⼭旦那の地位にあった和⽥⾦
右衛⾨頼芳⽒は、この太地五郎作⽒の⽗
にあたる。 
 茶室「鯨庵」が作られたのは、太地五
郎作⽒が亡くなる直前の昭和 30 年代前半
のことだといわれている。「茶室にクジラ
ヒゲを使いたい。材料はこちらで⽤意す
る。」と⼿紙で依頼を受けたのは、太地町
内に住む北市三郎⽒であった。北市三郎
⽒は東京で彫⾦作家として活躍していた
⼈物で、「せみ流れ」で遭難しながらも伊⾖
神津島に流れ着き、⼀命をとりとめた 8名のうちの 1 ⼈である脊古沢太夫の息⼦、君太夫
の四男にあたる。北市三郎⽒は東京から太地へ戻ると、⾙や鯨⻭の彫刻、べっ甲細⼯など
を⼿掛け、その技術の⾼さは町内外へ広く知られていたそうである。太地五郎作⽒からの
依頼もそうした技術の⾼さを⾒込んでのことだったのではなかっただろうか。 
 美しい天井のデザインも、北市三郎⽒本⼈によって⼿掛けられたという。⼀枚ごとに異
なるヒゲ板の特性や模様を⾒極める作業は⾮常に困難であったと想像できる。また、乾燥
したヒゲ板は湾曲してしまっていることが多く、天井の材料として使うためには⼀枚⼀枚
平らに伸ばしてやる必要があった。そのために、板に挟んだヒゲ板を⽔蒸気の中で蒸し上
げ、湯につけて柔らかくすることで湾曲を戻し、冷やして平らな形に固定するという時間
と労⼒を費やす⼯程が繰り返されたのである。茶室天井の製作は、北市三郎⽒の知⼈で⼤
⼯の坂下増市⽒と共に⾏われた。和歌⼭市に寝泊まりをし、完成までに 100枚ものクジラ
ヒゲと 2〜3か⽉の時間を要したという。 
 この天井は「鯨庵」が建て替えられた際に取り外され、くじらの博物館に寄贈された
後、現在も同館で常設展⽰されている。鯨髭天井の製作に関する情報は、北市三郎⽒の息
⼦である北洋司⽒からの聞き取りによって得られたものである。 
 

写真 5：鯨髭天井 

 

写真 5：鯨髭天井 
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5．おわりに 
 本稿では、クジラヒゲがどのように私たちの暮らしの中で利⽤されてきたか、そして加
⼯品や加⼯技術がおかれる現状の⼀端に触れてきた。 
 かつてクジラヒゲは⼈々の暮らしを様々な側⾯から⽀えてきた。「クジラ」という⾃然
素材を⼿仕事で加⼯し、便利なものへと仕上げていく。この過程は、ただ材料が豊富に⼿
に⼊る環境があったから⽣まれたものではなく、⽣き物としてのクジラを⼗分に理解し
て、その特性を活かしきることができたからこそ可能になったものではないだろうか。実
際に、私たちとクジラの関係が密だった時代には、暮らしの中にクジラ加⼯品があふれて
いた。本稿では紹介しきれなかったが、⽪はなめして靴などに加⼯され、第⼆次世界⼤戦
中の⽪⾰不⾜の緩和に⼤いに貢献したというし、マッコウクジラの千筋と呼ばれる頭部の
腱を使って作られたテニスのガット「鯨筋ガット」は有名である。また、鯨油蝋燭はマッ
コウクジラの頭部からとれる脳油を冷却・加圧し、アルカリ処理を施すことで結晶化させ
たものを蝋燭の材料として使⽤したものであった。 
 現在、クジラ加⼯品は、作業⼯程の複雑さや職⼈の⾼齢化に原料⼊⼿の困難や⽣活スタ
イルの変化などの逆⾵をうけ、加⼯に携わる⼈々の数を減らし、その技術は途絶えんとし
ている。かつて私たちとの間にあったクジラとのつながりも希薄なものとなり、遠い海に
すむ彼らに思いをはせる機会も少なくなっているようにも感じる。私たちは今、クジラと
対峙してきた⼈々の声に⽿を傾け、後世に残していく努⼒をしなければならない。そんな
時、クジラ加⼯品は姿を変えてもなお、海という特殊な環境に⾒事に適応したクジラたち
の体の神秘を私たちに伝えてくれる。そして先⼈たちがどのようにクジラと関わってきた
のかを静かに語ってくれるのである。 
 
【参考⽂献】 
・⼩柳佐喜男の鯨ひげ⼯芸品開発に関する覚書 ⼩柳佐喜男（1995） 

・鯨⼯芸品の⾜跡をふりかえって−昭和戦後時代〜平成時代初期を中⼼に− 内⽥昌（2011） 
・鯨ひげ⼯芸細⼯の現状について−靴べら作りを中⼼に− 内⽥昌宏（2013） 
 
中江環 
太地町⽴くじらの博物館 副館⻑/学芸員 
愛媛⼤学⼤学院理⼯学研究科 博⼠前期課程修了。2007 年より学芸員として勤務。2022
年より現職。専⾨は博物館学、博物館教育学、⾏動⽣態学。鯨類の⽣態学的分野、⾃然史
分野を主軸とした博物館活動を基盤に、地域の学校や⼀般に向けた教育普及活動を⾏う。
近年は、鯨⻭や鯨髭をはじめとする鯨加⼯品に関する調査研究にも取り組んでいる。 
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8.  最後に 
⽊村幾次郎、⽯⽥篤彦、鈴⽊昌和 

  
このたび、新素材による鉦すりの柄の開発にあたり、各分野の⽅々から多⼤なる協⼒を賜

りました。鯨ひげに近いしなりをもつ柄の開発は⻑年の課題でありましたが、「伝統芸能⽂
化復元・活性化共同プログラム」で採択いただき、伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス
のスタッフに⻑年にわたり共同いただいたことで、なんとか叶えることができました。ま
た、開発に携わっていただいた京都市産業技術研究所様、エス・ケー・エスエンジニアリン
グ株式会社様、サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社様、ハタリ源⾓堂様には深
く感謝しております。皆様のお⼒添えがなければ、新たな素材で鉦すりの柄の開発を⾏うこ
とはできませんでした。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 
少し話は変わりますが、本プロジェクトのなかで柄の完成が⽬前に迫った最中、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受け、祇園祭⼭鉾巡⾏の開催が中⽌となりました。本来でしたら
2020 年の祇園祭にて囃⼦⽅が新素材の鉦すりを使って試奏する予定でしたが、新型コロナ
ウイルスの感染症は翌年も継続し、2021 年も祇園祭⼭鉾巡⾏の開催は中⽌となりました。
祇園囃⼦が鳴り響き活気あふれる京都の夏ですが、この 2 年間は物寂しく、⼀体いつにな
ったら再開できるのかと不安が拭えなかったことを思い出します。 

しかし、そのような状況下でも、本プロジェクトにおいては期間が伸びたと捉えることに
し、TARO スタッフや技術者とやり取りしながら、鉦すりの柄の開発に取り組むことで前
を向いてプロジェクトを進めていくことができました。2022年の祇園祭にて⼭鉾の囃⼦⽅
に MC ナイロンの鉦すりを試してもらったところ、概ね⾼評いただき、胸を撫で下ろした
次第です。結果、⻑い期間の取り組みになってしまいましたが、変わらずお付き合いいいた
だいた京都市様、TARO、京都芸術センター様には本当に感謝しております。 

 
祭りを次世代へと継承していくためには、実演家の継承はもちろんですが、祭りの道具や
⾐装、それをつくる職⼈さんも⽀えていくことが必要です。本プロジェクトを通して、柄の
技術者と交流することで製造者としての思いを知り、祭りを全体で保持し繋げていくこと
の重要性を再確認いたしました。 

これからも京都の⾵物詩として祇園祭を盛り上げ、次世代へと継承していきたいと考え
ています。 
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ハタリ源⾓堂にて 

（左から畑⾥⽒、⽊村さん、⽯⽥さん） 

 鯨ひげの鉦すりの柄と樹脂製の柄 

 （物性調査後） 

サンコーエンジニアリングプラスチック株式会

社にて 

（左から⻄村⽒、⽊原⽒、鈴⽊さん） 
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太地町⽴くじらの博物館にて 

（セミクジラ、ミンククジラ、イワシクジラ、クロ

ミンククジラ、ザトウクジラ、ニタリクジラの髭） 

北観⾳⼭保存会会所にてお稽古⾵景 

（2022 年 7 ⽉ 6 ⽇（⽔）） 

北観⾳⼭保存会会所にて、鉦すり演奏⾵景 

（2022 年 7 ⽉ 6 ⽇（⽔）） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 発⾏ ― 

 

発⾏⽇ 令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇（初版） 

 

 

 
伝統芸能アーカイブ&リサーチオフィス、祇園祭囃⼦⽅連絡会 

 
伝統芸能アーカイブ&リサーチオフィス 

京都市中京区室町通蛸薬師下る⼭伏⼭町 546-2 京都芸術センター内 

TEL.075-255-9600 FAX.075-213-1004 e-mail.taro@kac.or.jp 

URL. http://traditional-arts.org/ 

 
 


